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い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
裸
祭
で
お

渡
り
の
際
中
に
境
内
に
お
い
て
傷
害
事
件
が
発
生
し
、
裸
祭
の
安
全
に
つ
い
て
、

社
会
か
ら
厳
し
い
眼
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
裸
祭
の
安
全
対
策
に

衆
目
の
期
待
が
集
ま
り
、
今
後
の
裸
祭
の
運
営
に
ま
で
か
か
わ
る
、
そ
ん
な
雰

囲
気
の
中
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
裸
祭
の
「
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

昨
年
度
の
８
月
９
日
の
全
体
会
議
に
公
表
し
、
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
リ
ス
ト
バ
ン
ド
に
よ
る
登
録
制
、
境
内
に
お
け
る
裸
衆
と
観
客
と
の
分
離

等
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
り
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
方
向
に
裸

祭
が
進
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
磐
田
警
察
署
は
じ
め
、
関

係
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
く
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
見
付
地
区
の
保
存
会
の
力
を

結
集
し
た
形
で
、
「
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
毎
年
改
定
作
成
し
て
い
き
、
安
全

で
楽
し
い
裸
祭
に
す
る
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

保
存
会
と
し
て
こ
こ
３
年
程
前
か
ら
小
中
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
連
携
し
て
い
る
中
で
も
、
北
小
学
校
、
富
士
見
小
学
校
の
５
．

６
年
生
全
ク
ラ
ス
へ
出
前
授
業
に
出
向
い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
、
城
山
中
学
校

に
は
出
前
授
業
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
裸
祭
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
手
応
え
は
、
こ
の
４
月
鋤
日
に
あ
っ
た
中
学
生
に
よ
る

裸
祭
の
プ
レ
ゼ
ン
に
現
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
が
真
剣
に
裸
祭
の
過

去
（
歴
史
）
、
現
在
、
そ
し
て
将
来
を
考
え
て
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。

現
在
、
矢
奈
比
盲
神
社
と
見
付
三
社
氏
子
崇
敬
者
会
が
、
社
誌
調
査
作
成
委

員
会
を
作
っ
て
、
矢
奈
比
胄
神
社
と
淡
海
国
玉
神
社
と
天
御
子
神
社
の
歴
史
・

民
俗
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
そ
の
興
味
深
い
成
果
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
矢
奈
比
實
神
社
の
歴
史
は
裸
祭
と
不
可
分
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
今
後
も
続
く
、
こ
の
調
査
事
業
に
協
力
し
な
が

ら
、
裸
祭
の
歴
史
民
俗
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
記
録
を
残
し
、
全
国
に
広
報
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

裸
祭
が
今
年
度
も
よ
り
安
全
で
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
一
人

一
人
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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調I
見付天神裸祭保存会会長

中山正典

「
見
付
天
神
裸
祭
」
が
令
和
８
年
度

も
開
催
で
き
る
こ
と
、
見
付
地
区
の
住
民

の
方
々
は
じ
め
裸
祭
の
伝
承
に
長
年
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
見
付
天
神
裸
祭
は
、

裸
祭
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
記
憶
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

1

見付三社氏子崇敬者会会長

大石冨士雄

頂
い
た
、
放
送
文
を
明
示
し
、
お
客
様
、
氏
子
の
皆
様
、
裸
衆
の
安
全
で
安
心

な
裸
祭
の
斎
行
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
裸
衆
の
道
中
練
り
の
運
行
の
前
に
裸
祭
の
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
本
日
は
、
見
付
天
神
裸
祭
に
よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
裸
祭

は
、
日
本
の
伝
統
的
な
神
観
念
を
伺
わ
せ
る
と
と
も
に
、
祭
祀
組
織
に
も
特
色

が
み
ら
れ
る
こ
と
。
静
岡
県
西
部
（
遠
州
）
地
域
に
お
け
る
代
表
的
な
祭
り
と

し
て
、
地
域
的
な
特
色
も
有
す
る
貴
重
な
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
吃
年

皿
月
”
日
付
け
で
「
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
お
祭
り
で
す
。

こ
の
指
定
を
受
け
、
こ
の
祭
り
を
ご
理
解
い
た
だ
き
伝
承
し
て
頂
く
た
め
、
録

画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
神
社
社
務
所
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

◎
次
は
時
系
列
に
よ
る
案
内
（
宵
祭
～
矢
奈
比
實
神
社
）

本
日
は
、
午
後
６
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
元
気
な
子
ど
も
の
裸
の
練
り
で
見

付
本
通
り
が
賑
わ
い
ま
す
。
９
時
か
ら
の
大
人
連
の
町
中
の
道
中
練
り
は
、
見

付
中
の
各
町
内
の
裸
衆
の
集
団
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
大
き
く
４
つ
の
梯
団
と
な

り
、
西
は
加
茂
川
通
か
ら
、
東
は
富
士
見
町
御
旅
所
ま
で
町
中
を
鈴
を
鳴
ら
し

な
が
ら
練
り
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
、
４
つ
の
梯
団
は
、
見
付
天
神
矢
奈
比
胄
神

社
に
向
か
い
、
拝
殿
に
駆
け
込
み
鬼
踊
り
と
な
り
ま
す
。
裸
祭
の
最
大
の
見
ど

こ
ろ
の
「
鬼
踊
り
」
は
、
醍
醐
味
で
あ
り
、
午
後
ｎ
時
か
ら
廻
時
ま
で
続
き
ま
す
。

◎
渡
御
～
終
祭

こ
の
後
、
０
時
皿
分
ご
ろ
山
神
社
の
祭
事
が
あ
り
、
２
つ
目

の
煙
火
で
町
中
の
電
気
が
消
え
、
御
輿
が
淡
海
国
玉
神
社
（
総
社
）
へ
向
か
い

ま
す
。
な
お
、
約
釦
分
間
ぐ
ら
い
町
中
の
電
気
が
消
え
暗
闇
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
裸
祭
の
神
事
の
中
で
古
来
か
ら
の
伝
承
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
崇
高

な
る
儀
式
で
あ
り
ま
す
。
見
学
の
お
客
様
に
も
、
懐
中
電
灯
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

カ
メ
ラ
等
、
光
を
発
す
る
も
の
を
使
用
さ
れ
な
い
様
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
暗
闇
に
な
り
ま
す
の
で
、
足
元
、
身
の
回
り
に
十
分
お
気
を
付
け
て
、
お

怪
我
を
な
さ
ら
な
い
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
落
と
し
物
等
に
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
お

御
輿
が
淡
海
国
玉
神
社
（
総
社
）
に
着
御
致
し
ま
す
と
町
中
の
電
気
が
一
斉
に

点
灯
し

宵
祭
は

以
上
内
容
の
骨
子
で
す
（

ま
す
。
裸
衆
は
腰
蓑
を
納
め
て
解
散
と
な
り
、

終
了
と
な
り
ま
す
。今
年
も
「
安
全
で
安
心
」
な
裸
祭
の
斎
行
を
願
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
見
付
天
神
裸
祭
で
す
。

今
年
の
裸
祭
は
、
昨
年
か
ら
進
め
て

き
た
、
新
た
な
取
り
組
み
、
新
た
な

環
境
を
踏
襲
す
る
中
で
進
め
ら
れ
ま

す
。
崇
敬
者
会
で
は
、
裸
祭
が
安
全

で
安
心
、
楽
し
い
裸
祭
で
あ
る
こ
と

を
い
つ
の
時
代
で
も
考
え
て
お
り
ま

す
。
崇
敬
者
会
で
は
、
こ
の
一
環
と

し
て
私
達
先
輩
の
皆
さ
ん
が
残
し
て

、
氏
子
の
皆
様
、
裸
衆
の
安
全
で
安
心

各
祭
組
の
会
所
に
戻
り
、

ごあいさつO］
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見付天神裸祭保存会実行部長

松本直希

矢奈比責神社宮司

久野 隆

実
行
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
来

「
時
代
に
即
し
た
祭
り
」
と
い
う
こ
と
で
改
革
、
変
化
を

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
を
維
持
・
継
承
し
て
い
く
上
で
、
守
る
べ
き
伝
統
は

し
っ
か
り
継
続
し
つ
つ
、
特
に
安
全
対
策
を
重
点
目
標

と
し
、
よ
り
よ
い
裸
祭
を
催
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
参
加
者
の
氏
子

の
皆
様
の
ご
理
解
．
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
大
祭
に
つ
い
て
〉
昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
裸

祭
参
加
者
の
登
録
リ
ス
ト
バ
ン
ド
、
ま
た
一
般
の
見
学
者

と
参
加
者
の
境
内
で
の
す
み
分
け
等
は
前
年
度
を
踏

襲
し
て
実
施
致
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
本
編
を

し
っ
か
り
と
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
交
通
規
制
に
つ
い
て
〉
裸
祭
り
当
日
鴫
時
よ
り
交

通
規
制
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

今
年
の
例
祭
の
２
日
目
は
旧
暦
８
月
ｎ
日
の

当
り
日
で
す
。
国
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て

い
る
現
行
の
例
祭
期
間
は
日
曜
日
か
ら
日
曜
日

の
８
日
間
で
す
が
、
昔
は
旧
暦
８
月
１
日
か
ら

８
月
ｕ
日
ま
で
の
Ⅱ
日
間
あ
り
ま
し
た
。
期
間

が
短
く
な
っ
た
の
は
分
か
る
こ
と
で
す
が
、
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
現
行
の
例
祭
期
間
の

初
日
は
「
祭
事
始
」
（
さ
い
じ
は
じ
め
）
で
す
が
、

昔
の
初
日
の
８
月
１
日
は
「
祭
事
始
」
で
は
な

く
「
御
煤
払
」
（
お
す
す
は
ら
い
）
で
、
２
日

目
が
「
祭
事
始
」
で
し
た
。
一
つ
行
事
が
抜
け

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
書
面
上
の
こ

と
で
あ
り
、
今
で
も
「
御
煤
払
」
は
「
祭
事
始
」

し
く
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
方
な
ど
）
も
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

〈
浜
ご
り
に
つ
い
て
〉
本
年
度
も
昨
年
同
様
、
通
路
の

両
側
（
南
・
北
）
に
テ
ン
ト
を
張
り
距
離
の
短
縮
を
は

か
り
ま
す
。
移
動
距
離
、
ト
イ
レ
ま
で
の
近
さ
も
あ
り

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
、
に
ぎ
や
か
な
活

気
あ
る
浜
ご
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
ス
タ
ン
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
〉
本
年
度
も
各
町
の
お
も

て
な
し
を
メ
イ
ン
に
、
子
供
達
が
お
祭
り
へ
の
興
味
関

心
を
引
き
立
た
せ
ら
れ
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

よ
う
安
全
対
策
の
徹
底
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

見
付
の
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
呼
び
か
け
（
特
に
新

の
前
日
の
土
曜
日
に
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
８
時
釦
分
に
御
煤
払
奉
告
祭
を
行
い
、

お
祓
い
を
受
け
た
神
職
・
臨
時
職
員
が
、
長
い

女
竹
で
本
殿
拝
殿
を
は
じ
め
全
て
の
建
物
の
煤

や
枯
れ
葉
な
ど
を
払
い
、
綺
麗
に
し
ま
す
。

こ
れ
を
知
っ
た
保
存
会
事
務
局
・
役
員
の
方
々

が
、
数
年
前
か
ら
お
祓
い
を
受
け
女
竹
を
持
ち
、

み
ん
な
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

一
つ
の
大
切
な
裸
祭
の
行
事
で
す
の
で
参
加
し

た
い
方
は
５
ｍ
ほ
ど
の
女
竹
持
参
で
８
時
訓
分

集
合
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
勇
壮
な
裸
祭
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

~～
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遠
州
の
地
に
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
見
付

天
神
裸
祭
。
晒
の
腹
巻
・
揮
に
腰
蓑
を
巻
い
た

姿
の
男
た
ち
が
夜
闇
を
震
わ
せ
る
「
オ
イ

シ
ョ
、
オ
イ
シ
ョ
」
の
地
響
き
。
こ
れ
ぞ
、

数
百
年
も
の
間
、
見
付
の
民
が
命
を
懸
け
て

守
り
、
受
け
継
い
で
き
た
至
高
の
熱
気
で
す
。

本
祭
は
、
単
な
る
荒
々
し
い
祭
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
が
一
体
と
な
り
、
五
穀

魂
を
揺
さ
ぶ
る
、

塾
き
ゞ
§ 一瞬
へ

豊
穣
と
天
下
泰
平
を
祈
る
、
極
め
て
厳
か

で
崇
高
な
お
祭
り
で
す
。
男
た
ち
の
荒
々

し
い
息
遣
い
の
な
か
に
宿
る
、
清
ら
か
な

祈
り
と
伝
統
の
重
み
。

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
ど
う
ぞ

五
感
の
す
べ
て
で
、

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

こ
の
熱
狂
と
興
奮
を

見
付
の
魂
が
、
今
宵
、
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御
池
の
清
祓

鷺16 鷺13
8①

鋤
時

④
引
き
続
き
Ｉ
〔
浜
垢
離
］
海
中
で
の
潔
斎

社
殿
・
境
内
お
よ
び
氏
子
全
般
の
潔
斎

、
シ
ｎ
心
主
リ
ー
丘
公
后
揮
荘
ワ
主
リ
、
』
写
」

ｌ

浜
垢
離
圖
川

大
祭
３
日
前
、
心
身
の
潔
斎

松
原
の
神
事
、
海
浜
の
神
事
、
清
祓
に
続
き
、
氏
子
全
員
が
海
に
入
り

心
身
を
清
め
ま
す
。

①
９
時
鋤
分
頃
ｌ
役
員
・
諸
役
出
発

②
準
備
出
来
次
第
【
松
原
の
神
事
】
神
事
後
大
原
地
区
よ
り
献
上
の

錨
を
川
へ
放
魚

③
引
き
続
き
ｌ
【
海
浜
修
祓
】
浜
の
潔
斎

地
区
の
潔
斎

，

神
輿
の
通
る
道
の
喝
ヶ
所
に
、
榊
を
立
て
町
内
を
清
め
ま
す
。

煙
火
１
発

詑
時
頃

※
型
時
よ
り
約
拓
分
間
、
各
戸
で
消
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。
ｊ
墨

元
天
神
旧
社
地
に
出
向

・

煙
火
１
発

喝
時
頃
元
天
神
に
て
元
宮
天
神
社
に
裸
祭
の
開
始
を
報
告

や

祭
事
始

御
斯
葉
お
ろ
し
間
間
川

I
虜

祭
I

浜
垢
離
の
時
、
海
か
ら
持
ち
帰
っ
た
海
水
と

浜
砂
で
社
殿
・
境
内
を
清
め
ま
す
。、

事

さ
い
じ
は
じ
めみ
い
け
の
き
よ
は
ら
い

日
~

程
、

＄

や

望20 翌19今

＞
、

⑧
羽
時
（
予
定
）
ｌ
西
区
梯
団
（
一
番
鯛
）
神
社
着

⑨
お
時
刈
分
（
予
定
）
西
中
区
梯
団
（
二
番
鯛
）
神
社
着

辛
⑩
跡
時
鋤
分
（
予
定
）
東
中
区
梯
研
神
社
着

⑪
認
時
㈹
分
（
予
定
）
束
区
梯
団
（
三
番
鯛
）
神
社
着

御
大
祭

～
初
日
よ
り
引
き
続
き
一
日
目
（
深
夜
）
～

⑫
０
時
Ｉ
〆
切
（
元
門
車
）
神
社
着

⑬
０
時
Ⅲ
分
Ｉ
山
神
社
御
祭

煙
火
３
発
⑭
０
時
鋤
分
ｌ
神
輿
出
御
（
お
わ
た
り
）

※
出
御
の
煙
火
２
発
目
よ
り
お
着
き
の
煙
火
ま
で
、
各
戸
で
消
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
台
風
等
で
煙
火
の
打
ち
上
げ
が
不
可
能
な
場
合
、
先
頭
の
一
番
鯛
の
合
図
に
よ
っ
て
消
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。
童

煙
火
１
発
⑮
０
時
妬
分
Ｉ
神
輿
総
社
着
御
（
参
加
者
は
腰
蓑
納
め
）

煙
火
１
発
⑥

煙
火
１
発
⑦
〃
時

甘

死
ｕ
１
住
ｌ
土
叩
子
ｆ
・
Ｚ
ｌ
Ｂ
勝
タ
麦
孑
｜
雅
弘
￥
少
″
▼
も
タ
』
ゴ
君
‐
ぬ

③
引
き
続
き
ｌ
神
輿
前
祭

煙
火
１
発
④
略
時
測
分
ｌ
御
神
霊
還
御
予
告

⑤
陥
時
扣
分
ｌ
輿
番
・
稚
児
神
社
着

⑥
雌
時
妬
分
Ｉ
御
神
幸
奉
告
祭

量

煙
火
１
発
⑮
０
時

⑯
１
時

御
大
祭
～
二
日
目
～

煙
火
１
発
⑤
肥
時

煙
火
１
発
⑥
創
時

⑦
別
時

煙
火
２
発
①
６
時

煙
火
１
発
②
皿
時
Ｉ
例
祭
執
行
【
浦
安
の
舞
】
奉
納
（
見
付
天
神
）

御
大
祭′

②①

14 10

時時
〆
（
Ⅷ
冨
○
〃
旦
吋
時
脾

幻
術
脾
上
卒
Ｉ
｜
垣
。

汗
馬
／
〃
牙
ｌ
「
「
ノ
み
ふ
Ｉ

⑨
引
き
続
き
ｌ
御
神
霊
移
本
殿
祭

斤
廻
１
件
脚
Ｉ

〒
一
汗
Ⅲ
写
夕
０
止
我
』
１
４
も
墹
一
に
助
ふ
い
「
フ
論
椚
と

④
随
時
鋤
分
Ｉ
【
輿
番
清
祓
】
奉
納
（
見
付
天
神
）

靭
略
時

０
寺
Ｉ

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

ご
た
ぃ
さ
い
～
初
日
二
日
目
）
～

各
町
ご
と
に
裸
の
練
り
が
会
所
へ
帰
着

還
御
出
発

各
町
の
祭
番
は
印
提
灯
を
用
意
し
て
、
総
社
前

よ
り
見
付
本
通
り
の
両
側
へ
並
ん
で
奉
送

御
神
霊
見
付
天
神
着
御

』

【
浦
安
の
舞
】
奉
納
（
総
社
）

総
社
本
殿
祭
一
浦
安
の
舞
】
奉
納
（
総
社
）

子
供
連
出
発

※
交
通
規
制
開
始

宵
祭
開
始
／
各
梯
団
出
発

御
神
霊
遷
御
祭

【
浦
安
の
舞
】
奉
納
（
見
付
天
神
）

夕
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見
付

■ ‐

L=
’
一
刺
肌
嘆
α
過
が
い
几

渡御く－－－－－ 神
輿
の
運
行
ル
ー
ト

山
神
社

●

天
神
●
掛
磯
鰯

ご
本
松
御
旅
所
】

東
坂
梅
の
木
ｅ
一
一

Ｉ
川

一一一く一

西
坂
梅
の
木
②

ロ

総社鋼一
ｍ
●
肘

幻
■
■

Lﾛ

ﾄF

1丁司
嘩■■■■■■■■■

愛
宕

●

而
一

県道413号線

〔
境
松
御
旅
所
〕

天
御
子
神
社

●

渡御前の境内の様子還御のクライマックス

’．………･･｡…･……･…･…･…… 裸祭のみどころ
"

◆

大
祭
一
日
目

道
中
練
り

肥
時
よ
り
子
供
連
・
創
時
よ
り
宵
祭
。

詔
の
祭
組
が
４
梯
団
を
形
成
し
、
見
付
の
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

鬼
お
ど
り

鴎
時
、
ま
ず
西
区
梯
団
が
「
堂
入
り
」
・
こ
れ
よ
り
「
鬼
お
ど
り
」
の
開
始
で
す
。

続
い
て
西
中
区
・
東
中
区
、
最
後
に
東
区
が
次
々
と
堂
入
り
し
、
勇
壮
な
鬼

お
ど
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

０
時
、
〆
切
の
元
門
車
が
榊
を
手
に
堂
入
り
し
、
裸
祭
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

お
わ
た
り
（
渡
御
）

０
時
鋤
分
頃
、
す
べ
て
の
灯
が
消
さ
れ
、
神
輿
が
乱
舞
す
る
裸
を
押
し
分
け
て

外
に
出
ま
す
。
暗
闇
の
中
、
総
社
へ
向
か
い
ま
す
。

※
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
撮
影
禁
止

日
中
、
総
社
で
本
殿
祭
、
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
、
〃
時
、
神
輿
が
総
社

を
出
発
・
行
列
は
宿
場
通
り
を
西
へ
・
西
坂
、
河
原
で
お
神
酒
献
上
を

受
け
、
境
松
御
旅
所
を
折
り
返
し
、
東
坂
愛
宕
下
で
お
神
酒
献
上
を
受
け
、

三
本
松
御
旅
所
を
へ
て
見
付
天
神
へ
も
ど
り
ま
す
。

拝
殿
前
で
何
十
回
と
神
輿
を
振
り
上
げ
、
お
供
の
人
々
は
提
灯
を
上
下
に

降
っ
て
励
ま
し
ま
す
。
そ
の
後
、
拝
殿
に
納
め
ま
す
。

こ
れ
に
て
祭
の
幕
引
き
で
す
。

こ
の
こ
ろ
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
お
山
洗
い
」
と
呼
ば
れ
る
ひ
と
雨

が
あ
り
、
見
付
の
町
に
秋
が
訪
れ
ま
す
。

大
祭
二
日
目

お
か
え
り
（
遠
御
）

暗
闇
の
中
で
斎
行
さ
れ
る
「
渡
御
」
の
詳
細

１
山
神
社
で
渡
御
の
た
め
の
神
事
が
行
わ
れ
、
一
番
鯛
、
二
番
鯛
、
三
番
鯛
の
順
で

山
を
下
り
総
社
へ
駆
け
出
し
ま
す
。

２
拝
殿
を
出
た
神
輿
は
松
明
に
導
か
れ
、
参
道
を
「
お
か
い
こ
み
」
で
下
り
ま
す
。

大
鳥
居
下
で
、
神
輿
を
守
る
た
め
に
元
門
車
が
「
〆
切
」
を
行
い
ま
す
。

山
を
下
り
終
わ
る
と
、
神
輿
を
肩
に
か
つ
ぎ
、
暗
闇
の
巾
、
総
社
に
向
か
っ
て
疾
走

し
ま
す
。

３
総
社
前
に
て
、
舞
車
の
提
灯
が
神
輿
を
迎
え
入
れ
ま
す
・
総
社
に
着
く
と
神
輿
を

安
置
し
、
お
神
酒
献
上
、
奉
告
祭
を
斎
行
し
ま
す
。

神
輿
に
続
い
た
裸
衆
は
、
拝
殿
前
で
腰
み
の
納
め
の
練
り
を
行
い
「
お
わ
た
り
」
は

終
わ
り
ま
す
。

企

＊

垂
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腸
簿

伝
統
と
し
き
た
り
を
引
き
継
ぎ
、
楽
し
く
安
全
な
お
祭
り

鰯
と
す
る
た
め
に
、
参
加
者
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
．

慧
鐵

※
子
ど
も
の
裸
祭
参
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
・
青
年
部
・

腸
懲

各
梯
団
・
祭
組
の
指
示
に
従
っ
建
て
く
だ
さ
い
。

や

鰯禽御斯葉おろし〃しばおろし一，月噸Ｈ一日｜
、

雷睡悪
ｌ
夜
岨
時
に
見
付
天
神
を
出
発
し
ま
す
。

麹惑麹
２
服
装
は
、
白
い
シ
ャ
シ
に
白
い
短
パ
ン
で
す
。

露塚瞬
３
走
る
と
き
に
「
オ
シ
、
オ
シ
」
と
か
け
声
を
か
け
ま
す
。

顯
溌
浜
垢
離
“
ま
ご
り
一
，
月
聡
旦
水
》

密譲塚
１
参
加
者
は
町
の
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
神
社
と
保
存
会
の
役
員
以
外

雪塚簿
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

畳認麹
２
浜
辺
の
潔
斎
（
け
っ
さ
い
）
．
の
と
き
は
、
一

審塚懸
①
安
全
第
一
を
心
が
け
ま
す
。

令
守

》認琢
②
町
の
役
員
や
保
存
会
の
役
員
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
指
示
に
従
い

》
嫁
電

ま
す
。
。

密函躍
③
手
浜
の
清
祓
（
き
ょ
は
ら
）
い
」
が
す
む
ま
で
、
後
方
で
待
ち
ま
す
。

》
嫁
懸

④
祭
組
ご
と
に
潔
斎
（
け
つ
ぎ
い
）
を
し
ま
す
。

密
懲
騒

⑤
旗
（
み
そ
ぎ
）
の
服
装
は
、
町
印
の
手
ぬ
ぐ
い
・
晒
（
さ
ら
）
し
の

塞
郵
饗

揮
（
ふ
ん
ど
し
）
と
し
ま
す
。

慧震鶴慧鐵

8

裸祭
参
加
の
こ
こ
ろ
え

』

ー

秘

一
」
一
」

辱』

霧轆鴛蟻篭 ＄

溌
御
大
祭
き
た
い
着
ぃ
一
・
月
嶋
Ｈ
－
ｋ
－
Ｉ
蜘
旦
Ｈ
》

１
梯
団
長
や
祭
組
の
警
固
長
の
指
示
に
従
い
ま
す
。

２
各
家
庭
で
は
、
軒
提
灯
、
ａ
軒
花
を
掲
げ
ま
す
。

３
道
中
練
り
に
加
わ
る
と
き
は
、
必
ず
練
り
の
集
団
の
後
ろ
か
ら
入
り

ま
す
。

抄
４
練
り
の
中
に
は
、
各
祭
組
提
灯
以
外
は
持
ち
込
み
ま
せ
ん
。

５
鯛
番
（
一
番
町
、
二
番
町
、
権
現
町
）
以
外
の
町
の
人
は
絶
対
燭
鈴

に
は
さ
わ
り
ま
せ
ん
。

６
中
学
生
や
高
校
生
は
、
手
首
に
白
い
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
巻
い
て
参
加
し
ま
す
。

幸
（
各
祭
組
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
白
い
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
巻
い
て

凸

い
る
人
の
安
全
を
み
ん
な
で
守
り
ま
す
。
）

７
拝
殿
内
の
仕
切
り
棒
に
は
乗
り
ま
せ
ん
。
←

８
鬼
踊
り
で
休
憩
す
る
と
き
は
、
拝
殿
よ
り
下
に
降
り
て
休
み
ま
す
。

９
鬼
踊
り
で
休
憩
後
に
再
び
拝
殿
に
入
る
と
き
は
、
正
面
の
ス
ロ
ー
プ

か
ら
入
り
ま
す
。

Ⅲ
堂
入
り
の
と
き
以
外
、
鬼
踊
り
を
す
る
と
き
は
白
丁
を
脱
ぎ
ま
す
。

今
皿
神
輿
（
み
こ
し
）
が
出
る
と
き
は
、
拝
殿
内
の
練
り
は
二
つ
に
分
か
れ
、
心

拍
手
を
し
て
神
輿
を
送
り
ま
す
。

、
咽
神
輿
に
は
絶
対
さ
わ
り
ま
せ
ん
。

昭
神
輿
が
出
た
後
は
、
拝
殿
か
ら
出
て
神
輿
に
お
供
し
て
総
社
へ
向
か
い

ま
す
。

岸
Ｍ
お
供
を
す
る
裸
の
練
り
が
神
輿
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
警
備

す
る
役
目
を
持
つ
〆
切
（
し
め
き
り
）
（
富
士
見
町
）
の
人
た
ち
の
指
示

に
従
い
ま
す
。

喝
神
輿
が
着
い
た
総
社
の
拝
殿
に
は
、
輿
番
以
外
は
入
り
ま
せ
ん
。

脇
渡
御
が
終
わ
っ
た
ら
、
総
社
の
拝
殿
に
参
拝
し
て
、
「
腰
蓑
納
め
」
を

し
て
か
ら
各
会
所
へ
帰
り
ま
す
。

電

一
人
一
人
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
。

転
ん
だ
人
を
素
早
く
み
ん
な
で
助
け
よ
う
。

裸祭参加のこころえ 06
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５
．
口
■
国
国
注

意

《
祭
り
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
》

◆
祭
り
期
間
中
（
９
月
Ｂ
～
刈
日
）
は
、
裸
祭
保
存
会
が
認
め
た
公
式
カ
メ
ラ

マ
ン
が
伝
統
の
継
承
の
た
め
行
事
等
の
記
録
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
が

映
っ
た
画
像
の
一
部
は
今
後
保
存
会
が
公
式
に
発
行
す
る
ポ
ス
タ
ー
・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
磐
田
市
政
担
当
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
の
報
道
各
社

が
取
材
の
た
め
撮
影
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

《
祭
り
を
見
学
さ
れ
る
方
へ
》

◆
裸
衆
と
見
学
者
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
の
大
祭
で

は
、
堂
入
り
及
び
鬼
踊
り
を
拝
殿
濡
れ
縁
に
上
が
っ
て
見
学
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
・
裸
衆
の
堂
入
り
と
鬼
踊
り
を
見
学
さ
れ
る
方
は
拝
殿

や
参
道
か
ら
離
れ
て
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

◆
神
輿
出
御
の
煙
火
２
発
目
（
型
時
洲
分
頃
）
か
ら
神
輿
の
総
社
着
御
の

煙
火
（
型
時
妬
分
頃
）
ま
で
は
、
明
か
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
手
元
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
電
源
を
切
る
か
機
内

モ
ー
ド
に
設
定
の
上
、
通
話
や
使
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。
ま
た

フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
た
写
真
撮
影
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

◆
祭
り
期
間
中
（
９
月
喝
～
加
日
）
に
お
い
て
祭
礼
の
諸
行
事
並
び
に

裸
衆
を
含
む
祭
り
参
加
者
の
写
真
撮
影
を
行
う
際
に
は
、
被
写
体
と

．
な
る
参
加
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
、
被
写
体
の
同
意
な
し

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
て
公
開
す
る
こ
と
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

一

一 二 戸

蕗乙⑲件 ｢練り･鬼踊り」の正しい身なり●

、伝統を重んじる

に懸ける熱い思い

(1)祭りの参加者の飲酒は節度を

わきまえてください。

(2)各祭組の会所から参加する人

(3)裸祭を愛し､しきたりを守る人

(4)役員の指示に従う人

(5)浜の水で心身の潔斎(けっさい）

をした人

(6)身なりの正しい人

①町印の手ぬぐい鉢巻き

②リストバンド(参加証）

③剛しの腹巻き･揮

④腰蓑

⑤黒足袋

⑥わらじ

,いの「はちまき」

(参加証)」

よらまき」「ふんどし」

△撫識齢劉欝菫鰐加で…ん。
昼

07 裸祭参加のこころえ
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鐘
』 ■■■■

■
■見付天神

(矢奈比實神社）

霊
諏
。
ゞ
憲
鰯
票
鰻
“
１

＄

各

梯剛富
士
見
町

届

団

⑦了
④ の愛宕下■

L●愛え
蝿

宕山 運
行

三本松御旅所

色

卜

■
■

ゥ

迩

私たちは｢見て楽しい祭り｣にするために梯団同士で｢見せる工夫」

を模索しています｡なかでも梯団同士がすれ違う擦れ合い(⑪～④）

は見ものです。

概

要

＄

藤伽念い ●

見付本通りを練り進む梯団同士がすれ違う場面。すれ違う前に、万灯が

きれいに並びます。今年は中央幹線交差点がポイント。、 雫
⑪21:47頃中央幹線交差点 ③22:05頃ﾏｯｸｽﾊﾘｭ付近

③
④西 区 東中区’弓ヨ厄司|辰

②22:05頃農協前付近 22:20頃中央幹線交差点

歴 …

遥才錬り～麹踊り
⑨21:00頃道中練り／東区が集合し、三本松へ向かいます。
⑬21:20頃西区が境松の集団と合流し、梯団をつくり、東へ向かいます。また、西中区が
W 22時00分頃､東中区が22時10分頃､東区が22時30分頃にここを折り返します。

かつては、境松で折り返していました。

①21:38頃西区が総社拝殿を一周し、東へ向かいます。 ．

⑲21:20頃東区の梯団が最初に折り返し､西区が22時30分頃､西中区が22時45分頃､毎
束中区23時05分と続きます。

⑬21:35頃西中区が集合し、加茂川へ向かいます。
⑱21:40頃東中区が集合し、加茂川へ向かいます。
①22: 50～堂入りする各梯団、輿番､〆切の集l寸1が参道を上ります。
⑩23: 00～鬼踊り／各梯団が集団となって堂入りし、鬼踊りが行われます。最初の梯団の

西区、続いて西中区が23時20分、東中区が23時30分、東区が23時40分と
順に堂入りします。

＝ 零時頃、榊を持った〆切の集団が拝殿に入ります。祭は最高潮となります。
心

関二穂

，

{卿｡＃

＃|I

瀦
城
鯛
凹

各梯岡の運行概要 08
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木

坂
の
西
梅

水
堀

幸
町
雪
梅
屋
町蝿

加
茂
川

一一

総社

(淡海

緑
測臓の入u勤

両

加
茂
川
通

旧見付

③

今
之
邇

四
丁
息

新
通
町

潮今
之
浦

五
丁
目

凸

元
倉
町

劃
酢
田鯉⑧ 横町土橋県道413号線

ー －

覆

天
御
子
神
社
●

■

中
央
町
一

岳

鬼

拠繊御旅卿『
噸

垂

I

.’
矛盤田市役所

、

ｰ

御

【
“

殉

’

1

1■

酉中区
（二番満）

｜
'’

※
各
祭
組
の
詳
細
は
Ｐ
、
～
別
参
照

酉区
一番鯛

東中区１

（

眞
車
…
…
…
…
．
東
坂
町

元
門
車
…
．
．
…
．
富
士
見
町

権
現
。
：
…
・
…
…
権
現
町

宮
本
・
・
…
…
…
：
往
古
町

元
天
稗
・
：
…
…
元
天
神
町

蒟
瀧
車
…
…
…
宿
町
｝

着
水
・
・
…
…
・
…
．
蚕
水
町

龍
宮
麸
・
…
…
：
新
逼
町

川
龍
稚
・
・
・
・
…
：
中
川
町

地
脇
…
…
…
…
．
地
脇
町

元
宮
私
…
・
…
：
元
宮
町

美
登
里
：
…
…
．
美
登
里
町

緑
ヶ
丘
…
…
…
緑
ヶ
丘

北
見
…
…
…
…
．
北
見
町

龍
王
私
…
：
・
・
：
今
之
報
五

大
乃
藷
…
…
…
ゞ
今
之
謝
四

舞
車
…
…
…
…
．
馬
場
町

元
藏
私
・
・
…
…
．
元
倉
町

天
王
…
…
・
…
…
天
王
町

二
番
褐
・
…
…
。
．
二
番
町

月
枯
稚
…
…
…
中
央
町

元
為
車
…
。
：
…
鈩
策
川
通

龍
陣
…
…
…
…
．
河
原
町

梅
私
．
．
…
：
…
た
．
梅
屋
町

根
元
車
・
…
：
…
西
坂
町

水
陣
…
…
：
：
…
水
堀

一
番
燭
。
：
…
…
一
番
町

宮
私
…
…
…
・
…
幸
町 ￥

琴
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|梯団と祭組の紹介 海

梯
観
長
の
挨
拶

西
区
梯
団
長
の
青
島
正
浩
と
申
し
ま
す
。
西
区
で

は
毎
年
各
町
持
ち
回
り
で
梯
団
長
を
務
め
て
お
り
、

本
年
は
梅
社
が
担
当
し
ま
す
。

古
来
、
只
来
坂
上
の
松
に
８
月
岨
日
の
月
が
か
か

る
と
宵
の
祭
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
境
松
か
ら
西
区
の
梯
団
は
始
ま
り
ま
す
。

只
来
坂
を
下
っ
て
き
た
一
団
に
西
光
寺
前
に
集
結

し
た
大
集
団
が
加
わ
り
西
区
８
町
か
ら
成
る
梯
団
が

完
成
し
ま
す
。
道
中
は
各
祭
組
が
交
代
で
前
締
め
を

行
い
、
三
本
松
で
折
り
返
し
天
神
社
へ
。
認
時
頃
に

４
梯
団
の
先
陣
を
切
っ
て
堂
入
り
し
ま
す
。
月
松
社

が
鬼
踊
り
を
始
め
、
元
喬
車
、
龍
陣
、
梅
社
、
根
元
車
、

水
陣
、
玄
社
の
順
に
提
灯
を
手
に
加
わ
っ
て
い
き
、

最
後
に
一
番
鯛
が
鈴
を
振
り
な
が
ら
拝
殿
に
走
り
込

み
ま
す
。
こ
の
堂
入
り
の
仕
方
は
か
つ
て
の
夜
中
の

祭
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
西
区
は
各
祭
組
に
見
せ
場
が
あ
り
、

勇
壮
か
つ
伝
統
に
則
っ
た
規
律
の
あ
る
祭
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
裸
祭
の
未
来
を
担
う
若
者
も
多
く
、
参

加
し
て
も
観
て
も
楽
し
い
祭
り
に
し
ま
す
。
ぜ
ひ
西

区
の
練
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

梅
社
〈
梅
屋
町
〉
｜

令
和
八
年
度
・
梯
団
長
青
島
正
浩

梯
団
西
区

同識職
《我が祭組の自慢》

月松社は､鬼踊りの幕開けを担う堂入りを

受け継ぎ､祭り全体を支える責任と固い
結束を誇る祭組です。

麓

2b4唾』

ご琴甥に“

鰯 農隙 蕊鞘
輔

時

＝ F
きず躍

謬

γ年
蓉贋

丹

《戎か奈組の蕊慢》

裸祭が始まります。元喬車の誇りを

胸に一丸となって盛り上げ、楽しめる
ようがんばります。

示喬重戸加茂川通 警固長

村井敏広

梯団と祭組の紹介 10

伊中央町
げっLようLや

月松社 “躍…｢川縫撒」



海｜［梯 ’団／西区〕〔

灰可原町
りゅうﾋﾞ人

陣
卓

『
P

少

《我が祭組の自慢》

一番鯛堂入り前の前締め､赤文字の練提

灯､毎年絵柄が変わる手拭い､還御時の

御神酒献上が龍陣の自慢です。

リ

龍
警固長

近藤秀樹

一ｓ一』一

隆濃完牽P西
《我が祭組の自慢》

根元車手ぬぐいは､長年使用する紺地赤

にノ字｡是非注目を1大祭2日目の神輿還御

先導役も根元車は務めています。

）

車 坂 Ⅲ』 警固長

大見純生

詫識蕊
垂“＃鋒》
ん
暴
き
字

垂

』
頼
元 q無

§

罎憩 I

可

報
完

坐
竃

11 梯団と祭組の紹介



〔梯団／西区〕 廓〔梯団／西区〕

《我が祭組の脚慢》

水陣灯篭に送られて､掛け声轟く若集団｡乱舞する

水陣提灯､鬼踊り｡安心安全､祭りにおいての親子

鷹を目指しての提灯隊の堂入りを､ぜひご覧下さい。

鞭

瞥固長

中村義弘

、

鰯ワー
ぃらばん.I 《我が祭組の白慢》

一番鯛の鈴の音と渡御の先陣のお役
です｡是非ご覧ください。一番 番罫 町 警固長

川口和則

げ人Lや
《我が祭組の向慢》

轟く煙火を合図に、見付の通りは一変

する。真っ先に響き渡るは、玄社裸衆
の地鳴りのような掛け声。

玄 』 警固長

村田 隆

戸
」

へ

職
鱈 盆

懲篭蕊
『

梯団と祭組の紹介 12



〔梯団／西中区〕

二
番
鯛
〈
二
巻
町
〉

令
和
八
年
度
・
梯
団
長
松
本
直
希

梯
剛
長
の
挨
拶

親
町
の
馬
場
町
（
舞
車
）
・
元
倉
町
（
元
藏
社
）
・

天
王
町
（
天
王
）
・
二
番
町
（
二
番
鯛
）
の
四
ヶ
町

の
祭
組
か
ら
成
る
西
中
区
で
す
。

祭
り
へ
の
参
加
者
の
減
少
等
、
色
々
と
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
少
数
精
鋭
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

特
に
舞
車
、
二
番
鯛
と
役
持
ち
の
祭
組
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
し
き
た
り
を
守
っ
て
祭
事
・

神
事
の
ご
奉
仕
を
し
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
に
と
も
な
い
、
祭
典
も

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
見
付
天
神

裸
祭
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
郷
土
の
伝
統

文
化
財
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

梯
団

《我が祭組の自慢》

我が町はなんと言っても祭りのｸﾗｲﾏｯｸｽであ

る渡御の中､舞車の提灯だけが灯り､神前にて御

神酒献上の儀式をするところです｡お見逃しなく！

警間長

高垣明生

《我が祭組の自慢》

やはり裸祭りに対しての熱意だと思います｡そして

老若男女一人一人が主役となり祭組を作っている

ところです｡今年も裸祭りが楽しみで仕方ありません

警固長

杉村友彰
今

I

０－

犀

9脚§ 込
声

f，
~己

13 梯団と祭組の紹介
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’

|廓〔梯団／西中区〕

ﾜ夫

で

人の 《我が祭組の自慢》

我が天王町は小さな町ではありますが、

一致団結し伝統を継承し裸祭りを盛り上

げていきます。

つ

星天 王 王町 警固長

中崎光人

F一
I 人ぶれにI 《我が祭組の自慢》

鱸の香りが鼻をくすく､妙人馳梯耽がら威勢のいい男衆

の鋤の歓声と四町の提灯とともに繩の鈴が響く‘先人から

の伝維守りつつ時代の変化に対応した裸祭りを盛り上げます。
番鯛 番

一一 警固長－ 可

斉藤秀明

‐卜

車
漉

!fL

，！ △

霊

P

＝

梯団と祭組の紹介 14



薦 ’〔梯団／束中区〕

梯
剛
長
の
挨
拶

束
中
区
梯
団
は
、
裸
祭
四
梯
団
中
最
大
十
一
ヵ
町

を
要
す
る
大
梯
団
で
す
。

唯
一
鈴
の
な
い
梯
聞
で
す
が
、
熱
気
溢
れ
る
裸
衆

の
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
迫
力
あ
る
練
り
、
乱
舞
す
る

裸
衆
の
姿
は
圧
巻
で
す
。

見
ど
こ
ろ
は
、
宵
祭
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
親
町

御
瀧
車
か
ら
各
町
へ
の
「
渡
り
付
け
」
（
８
時
拓
分
頃
）

地
脇
と
北
部
四
町
の
裸
の
大
集
団
が
雪
崩
れ
込
む
地

蔵
小
路
辻
で
の
合
流
（
９
時
㈹
分
頃
）
、
中
央
幹
線

で
の
西
区
と
の
合
同
練
り
（
９
時
別
分
頃
）
、
東
中

区
梯
団
の
天
神
社
堂
入
り
（
Ⅱ
時
鋤
分
頃
）
で
す

観
客
の
皆
さ
ん
も
裸
祭
を
肌
で
感
じ
心
躍
る
気
持
ち

に
な
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

勇
ま
し
い
裸
衆
の
堂
入
り
後
は
、
堂
内
は
裸
で
溢

れ
、
大
音
響
の
中
鬼
踊
り
は
最
高
潮
に
向
か
い
、
真
っ

暗
闇
で
の
「
渡
御
」
へ
と
続
き
ま
す
。

勇
壮
な
練
り
、
皆
さ
ん
を
魅
了
す
る
祭
を
お
見
せ

し
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
裸
衆
は
も
ち
ろ
ん
観
客
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
祭
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
八
年
度
、
梯
団
長
寺
田
達
也

梯
団
東
中
区

御
瀧
車
〈
宿
町
〉

際屍首
《我が祭組の自慢》

本年も少数ながら精鋭揃いの宿町

(御瀧車)。東中区の華の1つ「練り」
を情熱と団結力で引き締めます。

お人左さぐる土（おや町）

御瀧車 町 警|門I長

小泉真一郎

急瀧蕊ゞ
《我が祭組の自慢》

少数精鋭で熱く舞い踊る

Lみ

青水Ⅲ清 水 』

ー一

15 梯団と祭組の紹介



’
梯団と祭組の紹介

りゅうぐうLや

F新通町畳灘”溌鮮親輔；上

灘
壬

一

通 Ⅲ』
刃

別
口
別
口

静
画

鴎が祭組の自1

警固長
川沿いの穏やかな町、中川。近年は

金原由喜照職溌協謝巖無てくれる

《我が祭組の自慢》

地脇町は年齢問わず仲良く何でも言い合える祭り組

です｡2年に1度輿番も担当します｡輿番が無い年は
見付の街を暴れまわりますのでよろしくお願いします。

警固長

本夛 崇

日

閏→'震
合

」

_ー

梯団と祭組の紹介 16



〔梯団／東中区〕

《我が祭組の自慢》

町民でつくりあげる会所の「鳥居門」こ

の門から勇壮に出発する北部4町(元

宮･美登里･緑ヶ丘･北見)を見てください！

警I古l長

渡瀬康人

a

労

隆
魚
二
心

《我が祭組の自慢》

若手の熱気とベテランの経験が融合し
警猶|長

石山直驚勢いで最高潮に向かう力強き祭紺

みと､､リ

美登里 登里Ⅱ』

－

《我が祭組の自慢》

地域の絆を大切に､伝統への感謝を胸に､一人ひ

とりが心をひとつに力を合わせ､笑顔あふれる最高

の見付天神裸祭りを目指して全力で盛り上げます

一
ゴ

ー一

催‘
）… lも

~_ ~一

竜 一 堂

17 梯団と祭組の紹介
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’ _晦一〔梯団／束中区〕

《我が祭組の自慢》

見付の一番北の町内･･･ご存知でしょう

か？裸祭りを愛し。熱く・楽しみたい

と思います。我が北見町宜しくです！

警固長

鈴木光正
一

轟為哩旦睾引。

心
糸
輔
輔

領
凸
邑
■
両 9

蝿
塵~瀞bi

･鰯＄
W

1

1

!ま ／阜
客 一

身■

鑑ﾙ篭
ノ

味

,今

北詞
麓

溌
画

鼠
《我が祭組の自慢》

少数精鋭の大人連､歴史は浅いが熱意

は本気｡子供の数が自慢の龍王社｡受け

継ぐ伝統､つなぐ絆。

りゅうおうLや

龍王社 之浦五王 譽問長

近藤信一。

隠驚蕊．
《我が祭組の自慢》

世代を超えた町内の固い絆I歴史ある

裸祭りを皆で繋ぎ､熱く盛り上げる一体

感と笑顔こそ我が組の自慢です！

おおのうらおお

大 南 之浦四乃

、
→
ｊ
ｚ
９

’

ｌ
磁
畷
露
■
画
轍 三
一
雲
電
剥
。

患
〃守

可7J

恥

露』

１
－

§､
I
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_胸 ’〔梯団／東区〕

東
区

梯
団

一

！
」
「
宮
本
〈
住
吉
町
〉
｜

令
和
八
年
度
・
梯
団
長
松
浦

努

梯
団
長
の
挨
拶

令
和
八
年
度
の
見
付
天
神
裸
祭
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ひ
と
え
に
見
付
氏
子
、

関
係
機
関
、
ご
協
賛
い
た
だ
け
る
各
位
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
区
三
番
燭
は
、
眞
車
（
東
坂
町
）
元
門
車
（
富
士
見
町
）

権
現
（
権
現
町
）
宮
本
（
住
吉
町
）
元
天
神
（
元
天
神
町
）
の

五
町
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
の
今
で
も
親
長
を
中
心
と
し
た
梯
団
形
態
は
変

え
ず
し
き
た
り
を
重
ん
じ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
東
区
は
、

祭
事
始
、
輿
番
、
鈴
番
、
〆
切
、
渡
御
時
の
大
松
明
、
比
佐

麻
理
の
大
幟
、
天
神
口
の
大
提
灯
、
東
の
御
旅
所
と
お
役

も
お
つ
と
め
も
豊
富
で
重
要
で
す
。
道
中
練
り
で
は
編
制

祭
組
は
五
組
と
少
な
い
で
す
が
常
に
鈴
が
練
り
の
前
で

絶
え
る
こ
と
な
く
振
り
続
け
ら
れ
る
激
し
い
練
り
は
堂

入
り
後
も
続
く
の
が
自
慢
で
も
あ
り
今
年
も
全
開
で
行

き
た
い
で
す
。

束
区
五
町
は
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
信
頼
の
中
で
仲

間
意
識
を
も
っ
て
祭
り
に
臨
み
ま
す
。
道
中
練
り
、
東
区

堂
入
り
後
の
拝
殿
の
空
気
の
変
化
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
度
東
区
は
事
故
、
怪
我
の
な
い
裸
祭
の
成
功

を
お
さ
め
ま
す
。

1

鑑
懇、 島塗
見遠 購鋼

塁
《我が祭組の自慢》

東坂町が代々守り続け

掲げられる大提灯。今

L人Lや(おや町）

ロー

車具

町）

てきた天神下に

年吊り具を新調坂 Ⅲ』 警固長

名倉康二 ぜひ間近でご覧ください！しました。

膏
罰

1．

L ザ

《3楚か余租の臼1要ノ

我ら元門車のみが担う唯一無二で神聖

な大役「〆切｣｡若衆の凄まじい気迫と

暗闇を震わせる｢しめきり－｣が自慢！

酔固長

小関克彦

雫
識

黙
鍵愚者

，“
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薦〔梯団／東区〕

戸 司
一 事

伝統の鈴､今も残る舟屋台と復元新調

した舟印､男気と絆､そして､イケメン

揃い！

警固長

乾 聡志

P住吉町 隠
みやもと 《我が祭組の自慢》

｢比佐麻里祭｣の幟に宿る宮本の歴史、

裸祭とお嚇子がその心を受け継いで
います。

宮本

士ロ

町 警固長

鈴木幸雄

気

尾天神町 ゞ“風榊≠
《我が祭組の自慢》

祭事始の厳かな始まりから最後の堂入り

まで元天神の団結力で駆け抜けます！

もとてん上 人

神元天 神天 町

認

§’ Pt
嗣聿

L麓

屋蝋
塁

準一 毎 画

評
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一

子
供
連
連
絡
会
で
は
、
青
年
部
と
子
供
会

と
で
協
力
し
、
子
供
連
の
運
行
方
法
や
浜
垢

離
な
ど
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
供
達
が
、
安
全
に
楽
し
く
裸
祭

り
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
子
供
会
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
年
は
子
供
会

四
名
、
青
年
部
員
訓
名
に
お
参
加
い
た
だ
き
、

沢
山
の
意
見
、
ま
た
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
子
供
連
に
つ
い
て
｝

大
祭
一
日
目
の
略
時
よ
り
、
小
学
生
以
下
を

対
象
と
し
た
子
供
連
の
道
中
練
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
大
人
連
同
様
に
、
見
付
二
十
八
の
祭

組
が
四
梯
団
を
形
成
し
て
見
付
の
町
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。
子
供
連
は
、
裸
祭
保
存
会
の

な
か
で
は
青
年
部
が
主
体
と
な
り
、
そ
の
年
の

裸
祭
重
点
活
動
方
針
に
則
り
運
行
管
理
を
お

こ
な
い
ま
す
。

【
浜
垢
離
に
つ
い
て
｝

磐
田
市
の
よ
つ
ぱ
学
府
に
お
い
て
、
浜
垢
離

が
行
わ
れ
る
大
祭
三
日
前
の
水
曜
日
は
「
ふ
る

さ
と
の
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
は
お

休
み
で
す
。
浜
垢
離
は
、
裸
祭
を
通
し
て
地

域
と
の
関
わ
り
合
い
や
触
れ
合
い
が
で
き
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
子
供
と
親
御
様
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

濠
「
子
倦
連
連
絡
会
」
開
催

今
和
八
年
六
月
二
十
日
（
土
）
午
後
七
時
～
八
時
三
十
分

於
梅
光
殿
つ
つ
じ

【
協
議
報
告
｝

今
年
の
子
供
連
も
例
年
通
り
の
運
行
方
法

と
な
り
ま
す
が
、
梯
団
ご
と
に
、
異
な
る
部
分

や
変
更
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
梯
団
の
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
協
議
を
行
い
、
最
後
に
代

表
者
に
結
果
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
梯
団
と
も
、
運
行
方
法
の
確
認
や
前
年
度

を
ふ
ま
え
て
の
注
意
事
項
、
ま
た
中
学
生
の
お

祭
り
参
加
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

子
供
達
が
待
ち
遠
し
く
思
う
お
祭
り
、
親

御
さ
ん
達
が
安
心
し
て
参
加
さ
せ
ら
れ
る
お
祭

り
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は

り
子
供
会
と
の
関
わ
り
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い

館

袋

ま
す
。
子
供
連
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
の
確
認

の
話
題
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
浜
ご

り
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
の
数
、
配
置
、
手
洗

い
場
等
の
環
境
面
に
つ
い
て
の
話
題
、
ま
た
熱

中
症
対
策
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
場
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生
と
い
う
年

代
に
つ
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
会
役
員
の
み
な
さ
ま
の
意
見
は
、
子

供
達
や
親
御
さ
ん
か
ら
の
意
見
で
す
の
で
、
現

場
の
生
の
声
と
受
け
止
め
、
貴
重
な
意
見
と
し

て
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ

と
共
に
子
供
達
を
取
り
巻
く
環
境
も
昔
と
比

べ
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
お
祭

り
と
い
う
も
の
、
地
域
の
人
た
ち
の
身
近
に
あ

り
、
子
供
達
の
成
長
を
手
助
け
す
る
存
在
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
協
議
さ
れ
た
事

は
、
今
後
の
子
供
達
の
成
長
や
充
実
、
ま
た
、

こ
の
見
付
天
神
裸
祭
に
と
っ
て
も
、
欠
か
せ
な

い
も
の
と
し
て
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
足
を
運

ん
で
く
れ
た
子
供
会
役
員
の
皆
様
方
、
青
年

部
員
の
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

21 子供連連絡会



梅
社
（
梅
屋
町
）
は
見
付
の
西
、
本
通

り
の
北
側
の
住
宅
街
に
位
置
す
る
。
西
坂
の

梅
塚
か
ら
町
内
に
通
じ
る
道
は
昔
、
梅
屋

敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
梅
屋
小
路
と
呼
ば
れ
、

町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
町
域
は
中
遠

総
合
庁
舎
の
南
東
か
ら
北
東
に
か
け
南
北
に

や
や
長
く
、
住
民
は
一
○
○
世
帯
二
○
○
名

ほ
ど
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
小
さ
い
が
た
め

に
住
民
同
士
の
距
離
は
非
常
に
近
く
、
一
体

感
が
あ
る
の
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

目
印
と
な
る
建
造
物
に
は
乏
し
い
が
、
か

つ
て
は
明
治
訓
年
に
見
付
高
等
小
学
校
鐘
鋳

塚
校
舎
（
明
治
姐
年
に
見
付
尋
常
高
等
小

皆
の
思
い
が
創
る
梅
社

梅
屋
町

青
島
正
浩

学
校
に
改
称
）
が
町
内
に
造
ら
れ
大
正
哩

年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
現
在
で
は
こ
の
学
校

の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
こ
の
地
に
小

学
校
が
あ
っ
た
と
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
難

い
。
他
に
秋
葉
灯
籠
が
一
基
あ
り
毎
年
１
月

に
神
職
を
迎
え
て
お
祭
り
を
し
て
い
る
。

昭
和
の
頃
は
ま
だ
公
会
堂
と
い
っ
た
町
の

建
物
は
存
在
せ
ず
、
会
合
は
町
内
の
天
理

教
を
借
用
し
た
。
会
所
の
場
所
は
定
ま
っ
て

お
ら
ず
町
内
の
空
き
家
や
車
庫
を
借
り
て

転
々
と
し
た
。
空
き
家
の
場
合
は
祭
当
番
の

最
初
の
仕
事
は
挨
だ
ら
け
の
家
の
清
掃
か
ら

始
ま
り
、
車
庫
の
際
は
洗
車
用
の
ホ
ー
ス
を

借
り
て
湯
飲
み
茶
碗
を
洗
っ
た
。
傾
斜
し
て

い
る
車
庫
を
借
り
た
年
は
御
神
酒
の
置
き
場

に
困
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
苦
労
の
後
、

平
成
六
年
に
待
望
の
老
人
憩
の
家
が
完
成
。

「
こ
れ
で
裸
祭
が
で
き
る
」
と
町
内
一
同
そ
の

喜
び
は
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

以
後
こ
こ
を
会
所
と
し
て
い
る
。

裸
祭
り
も
住
人
が
職
や
特
技
を
生
か
し

工
夫
し
て
創
っ
て
き
た
。
例
え
ば
山
車
。
田

川
信
栄
さ
ん
が
描
い
た
菅
公
や
龍
、
虎
の
絵

は
趣
味
の
域
を
超
え
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。

当
日
、
こ
の
山
車
を
組
み
立
て
る
の
は
警
固

長
も
長
く
務
め
ら
れ
た
柴
田
光
さ
ん
。
ま
た

一

癖
I

j 一J
' ' －，

書
雇宮
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雪盲一一画

起
函
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■■〔梅社/梅屋町〕
I■■■■■■■■■■■

門
提
灯
の
柱
は
大
工
の
近
藤
正
司
さ
ん
が

作
っ
た
。
い
ず
れ
も
既
に
故
人
で
あ
る
が
、

そ
の
思
い
は
今
も
確
実
に
宿
っ
て
い
る
。

祭
組
内
の
運
営
は
、
以
前
は
各
組
輪
番

制
の
祭
り
当
番
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
六
年

前
か
ら
新
た
に
祭
典
青
年
部
を
組
織
し
毎

年
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
る
こ
と
で
質

が
向
上
。
裸
祭
以
外
に
も
子
供
会
と
協
力

し
夏
祭
り
を
行
う
な
ど
活
動
も
充
実
し
て

き
て
い
る
。

新
し
い
住
民
の
参
加
者
も
増
え
て
お
り
、

提
灯
を
手
に
し
た
祭
組
毎
の
堂
入
り
も
一
時

期
約
５
名
ま
で
減
少
し
た
が
近
年
は
唱
名

程
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
と
は
言
え
－
人
で

多
く
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
の
は
今

も
同
じ
で
あ
る
。
肥
時
か
ら
の
子
供
連
、
も

し
く
は
四
時
か
ら
の
刻
限
触
に
参
加
し
帰
町

後
、
す
ぐ
に
今
度
は
境
松
の
お
迎
え
に
行
き
、

そ
こ
か
ら
大
人
連
開
始
。
道
中
、
西
坂
会

館
前
か
ら
総
社
ま
で
の
前
締
め
を
行
い
、
最

後
に
提
灯
堂
入
り
と
い
っ
た
フ
ル
コ
ー
ス
の
英

才
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
者
も
多
い
。

そ
の
他
、
梅
社
の
名
物
と
し
て
串
が
あ
る
。

こ
れ
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
サ
ト
イ
モ
、
チ
ク
ワ
を

串
に
刺
し
て
味
付
け
し
た
も
の
で
、
昔
は
町

内
で
作
っ
て
い
た
が
最
近
は
味
の
近
い
も
の
を

料
理
屋
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
好
評
で
こ
れ

を
楽
し
み
に
会
所
を
訪
れ
る
人
も
多
い
。

時
代
、
人
が
変
わ
っ
て
も
梅
社
ら
し
さ
は

明
ら
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

F

平成18年集合写真

昭和26～28年 梅社浜垢離道中
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美
登
里
町
は
、
見
付
北
部
に
広
が
り
、

裸
祭
の
中
心
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
た
め
、

祭
の
熱
気
を
遠
く
に
感
じ
な
が
ら
穏
や
か
な

時
間
が
流
れ
る
地
域
で
す
。
近
年
は
区
画

整
理
が
進
み
、
整
っ
た
街
並
み
と
昔
な
が
ら

の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
共
存
す
る
地
域
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
は
六
三
二

世
帯
を
抱
え
る
大
き
な
町
内
と
な
り
、
子

育
て
世
代
か
ら
長
く
住
む
人
々
ま
で
、
多
様

な
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
こ
の
一
帯
は
「
西
北
浦
」
と
呼
ば
れ
、

人
家
が
点
在
す
る
素
朴
な
土
地
で
し
た
。

昭
和
認
年
に
美
登
里
町
と
あ
ら
た
め
ら
れ
新

見
付
の
北
部
か
ら

美
登
里
町

石
山

直

の
愛
着
を
失
う

の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
か

ら
、
浜
垢
離
へ

の
参
加
が
始
ま

り
ま
し
た
。
当

時
の
祭
組
名
は

「
北
浦
」
で
し

た
が
、
昭
和
弱

年
に
は
子
供
連

た
な
歴
史
を
刻
み
は
じ
め
ま
す
。
こ
の
町
名

は
、
祭
組
名
「
美
登
里
」
に
も
受
け
継
が

れ
地
域
の
誇
り
と
し
て
今
日
ま
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

美
登
里
町
と
裸
祭
の
関
わ
り
は
、
古
く

か
ら
祭
に
携
わ
っ
て
き
た
町
内
と
比
べ
る
と

浅
く
、
か
っ
て
は
祭
の
日
に
親
戚
が
集
ま
り

「
刺
身
と
カ
ツ
を
ご
馳
走
に
銀
舎
利
を
食
べ
た

『
食
い
祭
り
』
だ
っ
た
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

祭
は
〃
参
加
す
る
も
の
〃
で
は
な
く
〃
眺
め
る

も
の
〃
で
あ
り
、
家
族
で
食
卓
を
囲
む
素
朴

な
風
景
が
こ
の
町
の
祭
で
し
た
。

転
機
は
昭
和
弱
年
。
子
供
た
ち
が
郷
土
へ

に
参
加
し
、
昭
和
師
年
に
は
よ
り
馴
染
み
の

あ
る
「
美
登
里
」
へ
改
名
。
祭
の
日
の
高
揚

感
や
仲
間
と
の
時
間
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち

の
心
に
「
美
登
里
」
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

昭
和
団
年
に
は
、
美
登
里
町
を
含
む
北

部
五
町
の
父
親
た
ち
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
対
抗

戦
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
「
協
力
し
て
大

人
連
に
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
声
が
高
ま
り

ま
し
た
。
元
天
神
町
は
東
区
へ
、
美
登
里
町
、

元
宮
町
、
北
見
町
、
緑
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

東
中
区
か
ら
大
人
連
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、
美
登
里
が
祭
組
と
し
て
本
格
的
に
歩

み
始
め
る
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

祭
へ
の
参
加
が
続
く
中
で
、
装
束
や
道

織
り9

鷺壁忠I

＃
■Hnl

‐ エ ー

＆
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｜〔美登里/美登里町〕

具
の
整
備
も
進

み
ま
し
た
。
昭

和
師
年
に
は
法

被
を
新
調
し
、

平
成
陥
年
に
は

大
人
連
の
万
灯

を
新
た
に
製

作
。
平
成
犯
年

か
ら
は
町
内
で

「
腰
み
の
造
り

講
習
会
」
が
始
ま
り
、
「
腰
み
の
」
や
「
わ

ら
じ
」
を
自
分
た
ち
の
手
で
準
備
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
祭
に
必
要
な
も
の
を

町
内
で
作
り
、
技
を
受
け
継
ぐ
取
り
組
み

は
、
美
登
里
町
ら
し
い
温
か
さ
と
丁
寧
さ

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
令
和
７
年
、
美
登
里
町
の
祭
へ
の

取
り
組
み
は
新
た
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
「
美
登
里
裸

祭
保
存
会
」
が
自
治
会
の
会
則
に
正
式
に

明
記
さ
れ
、
町
内
組
織
と
し
て
公
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
住
民
の
思
い
と
努
力
に
よ
っ

て
積
み
重
ね
て
き
た
歩
み
が
、
地
域
の
公

式
な
歴
史
と
し
て
刻
ま
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

保
存
会
と
し
て
の
活
動
が
明
文
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
祭
へ
の
参
加
が
よ
り
安
定
し
、
地

域
の
一
体
感
も
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

美
登
里
町
が
裸
祭
に
参
加
し
て
き
た
歴

史
は
、
長
い
祭
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
「
ほ
ん

の
一
瞬
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

短
い
時
間
の
中
で
、
美
登
里
町
は
確
か
な
歩

み
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
祭
を
通
じ
て
子
供

か
ら
大
人
ま
で
つ

な
が
り
、
地
域
の

絆
が
深
ま
っ
て
い

く
姿
は
、
町
の
新

し
い
歴
史
そ
の
も

の
で
す
。
静
か
な

北
部
の
町
か
ら
生

ま
れ
た
こ
の
歩
み

は
、
こ
れ
か
ら
も

温
か
く
、
そ
し
て

し
な
や
か
に
続
い

て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

譲鑑簿 鼠 露 藻
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a、
■

交通規制のお願い

猟
【車】

東名高速道路･磐田インターより約5分

【電車・バス】

東から:JR新幹線掛川駅のりかえ磐田駅下車

西から:JR新幹線浜松駅のりかえ磐田駅下車

JR磐田駅前バスターミナル2番のりば

遠鉄バス｢30ららぽ－と磐田｣行き｢西坂町｣下車

または｢B0遠鉄バス｣行き｢新通町｣または｢見付｣下車

9月19日(土) 1 8:OO～20B (日)1:OO(午前）

まで裸祭のため道路規制が実施されます。この

規制内の進入は禁止させていただきます｡この間

の進入等により事故等が発生しますと､重い処罰の

対象となります｡下記の図内の道路規制内に住宅

や駐車場をお持ちの方にはご理解いただきます

ようお願い申し上げます。
ノ L ノ

lN

④1

富士見小

北幹線

旧
山
梨
線

浜
松
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信
用
金
庫

薑
士
見
町
支
店

ヨ
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Ｊ
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●
⑥’ 1

1 i

l閥l
l l

i l

L

警察官見1

簡円
団■

磐
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支
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一
ａ

和田整形外科
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山
梨
線
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國e 目
皿 誕壬見町皇

●

●
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壱

四

駅色

弓 弓ぞ
e鱈e

銅一雲郵 ●●
ゴ マクドナルド

愛宕神

F

●_‐ ．●

県道413号線

● Q
⑥ 〒富士見

郵便局

付バス停

磐田自動車学校|皇磐
田
線

城山球場
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〃

裸祭道路交通規制図

交通規制g月19日出1 8:00 "20日(日)1 :00(午前）
大祭当日は､見付本通り周辺は車両通行止めとなります。公共交通機関をご利用ください。

児

I■■歩行者専用道路

鰄議道路使用許可

④車両進入禁止
● 交通規制予告

⑥ ガードマン

道路

標識

看板

▲東名インター入口

▲バイパスインター入に▲バイパスインター入口

大型車は
直進禁止

磐田北高二●
一

､

e駐車場

･見付駐車場

･JA遠州中央本店

リ ーネ‘● 鳶●

●JA遠州中央
⑨

●中遠総合庁舎

●

「
Ｊ

Ｆ
■

’

⑥
見
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駐
車
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磐田北保育

⑥●磐田
金 北小 見付交ガ

センター鯏蠅鮒胴剛

●
己

河原町

自治会館●

貝畿蕊●

マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
ー 邑

かぶと塚公園
静岡銀行

見付支店色
ヨイ汁未斗串h

邑玉且eQe
見付支店 毛

見
性
寺
先

⑥
西坂町
バス停

西光寺

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

F 可

可 」 【し= … 0】

⑥

加茂川交差点／ E__‐q浜松

可磐
田
停
車
場
線

新通町バス停一

田
高

磐
南

、
Ⅱ
ノ

時間帯道路規制

【規制時間帯】

21:OO～21:25

21:50～22:20

22:30～22:50

▼JR磐
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今年はスタンプを集めた数によって三角くじを

引いてもらい商品がもらえるよ！！

巷
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識
見付天神

裸祭保存会
ホームページ

の

、

にそれぞれの町の会所v(見15屋砥凝詔保存会ホームページにのってるよはだかまつ

を探し出して、しっぺいスタンプをゲットしよう!！
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スタンプを集めた数によってA賞､B賞､C賞の

抽選会(三角くじを引く)を行います。

可
〔抽選会の開催日時〕

9月20B(B) 11:00～14:00 (総社にて〕」総社

●どうやってやったらいいの？

まずスタンプの台紙をもらってね｡（－人－枚です）

地図と開催時間をホームページからしらべて、スタンプを集めにいこう！

しっぺいの「のぼり」が目印だよ。

27町と見付天神、総社、浜ごりのスタンプがあり、

全部で30のスタンプがあるよ！

●スタンプ台紙はどこへ行けばもらえるの？

見付天神の社務所、見付交流センター、宿町の大橋酒店、富士見町会館に

もらいにきてね。－週間前の9月13日（日）からもらえるよ。

浜ごりに参加する子は浜ごり会場(10 : 00～12 : 00)で配布するよ！

●開催時間は？

町内ごとに決まった開催時間があるからしらべてね。

「のぼり」が出ているあいだはやっているよ。

●誰でも参加できるの？

スタンプあつめは誰でも参加できるよ。ただし景品は幼児、小学生が対象だよ。

『のぼり』

●いくつ集めたらいいの？景品はあるの？

A賞（全部集めた子）

しっぺいぬいぐるみ

ジュビロしっぺいぬいぐるみ

他

B- (15個以上集めた子）

ジュビロしっぺいぬいぐるみ

八ンドタオル

他

C賞（15個未満の子）

しっぺいノート 50個

ボールペン 100個

他

20個

10個

10個

40個

※全て(A賞､B賞､C賞)にお祭り広場で使える100円券がついているよ。

◆各商品はホームページをみてね。

◆景品は個数が決まっているので、 なくなったらおしまいだよ。

●必ず守ってね！

小さいお友達はお父さん、お母さんといつ

交通ルールをまもって安全に気をつけてま

無理をしないで、ゆっくりさがしてね。

しょにまわってね。

わってね。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

識
詳しくはﾎｰﾑﾍｰｼを参考にしてね【見付天神裸祭保存会ﾎｰﾑﾍｰｼ｝
主催：見付天神裸祭保存会 お問い合わせ：見付天神TEL O538-32-5298
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西…………日…β………

今
年
の
女
性
と
裸
祭
を
語
る
会
は
、
女
性
別
名
、

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
青
年
部
員
詔
名
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
山
保
存
会
長
、
見
付
天
神
の

金
田
禰
宜
よ
り
、
裸
祭
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
へ

の
期
待
を
込
め
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
も
裸
祭
に
関
す
る
映
像
視
聴
の

時
間
を
設
け
、
そ
の
後
は
各
梯
団
に
分
か
れ
て
の

討
議
と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
本
会
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

当
日
語
れ
な
か
っ
た
ご
意
見
も
募
り
ま
し
た
。

裸
祭
に
つ
い
て

●
裸
祭
り
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

映
像
視
聴
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
る
ん
だ
と
感

心
し
な
が
ら
観
ま
し
た
。
映
像
や
配
布
物
は
、

こ
れ
か
ら
の
裸
祭
を
良
く
し
て
い
く
為
の
凄
く

役
立
つ
資
料
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

●
他
地
区
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
も
の
と
し
て
は

「
裸
祭
り
Ⅱ
裸
Ⅱ
男
の
人
が
主
役
の
祭
り
Ⅱ
自

分
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う
図
式
が
頭
に

で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
ど
ん
な
祭

り
な
の
か
分
か
り
易
く
し
て
い
た
だ
け
た
ら
興

味
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。

裸
祭
を
活
性
化
す
る
に
は

●
子
供
も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
家
族
み
ん
な

が
関
わ
り
易
く
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
魅
力
的

な
も
の
な
ら
、
自
然
と
お
祭
り
に
寄
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。
そ
こ
に
根
本
原
因
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

●
屋
台
祭
の
よ
う
に
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
た

り
、
オ
シ
ャ
レ
を
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
環
境

と
時
間
的
余
裕
の
両
方
が
得
ら
れ
れ
ば
、
も
っ

と
女
性
が
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

●
２
日
目
の
総
社
で
の
お
祭
り
広
場
は
、
各
町
の

ハ
ッ
ピ
を
着
用
し
て
女
性
限
定
の
お
練
り
が
で

き
た
ら
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

浜
垢
離
に
つ
い
て

●
浜
垢
離
は
平
日
や
る
の
で
、
他
地
区
の
会
社
は

休
暇
申
請
が
し
難
く
、
共
働
き
の
世
帯
は
子

供
の
預
け
先
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
祭
典
の

日
程
上
仕
方
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
も

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

●
学
校
の
協
力
（
祭
に
出
ま
し
ょ
う
）
み
た
い
な
も
の
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
案
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

日
は
浜
垢
離
へ
参
加
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
参

加
し
な
い
子
は
登
校
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

つ
つ
じ
館 し

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

●
最
初
は
景
品
目
当
て
で
し
た
が
、
回
る
う
ち
に

ふ
れ
合
い
が
増
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
行
っ
た

先
の
町
内
で
友
達
が
い
る
と
楽
し
い
し
、
純
粋

に
各
町
内
を
回
る
事
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

子
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
ま
だ
ま
だ
宣
伝
不
足
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

実
施
し
て
い
る
事
を
し
ら
な
い
子
も
多
い
で
す
。

学
校
か
ら
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
も
ら
い
、
台
紙

の
配
布
も
し
て
も
ら
え
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

む
す
び

こ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
も
女
性
か
ら
は
多
く
の

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
裸
祭
の
活

性
化
に
向
け
て
女
性
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

時
代
に
合
わ
せ
た
考
え
方
や
改
革
が
必
要
で
す
。

今
後
も
裸
祭
保
存
会
は
、
見
付
の
人
々
に
根
付
い

た
裸
祭
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

馨



見
疹
付
●
地
室
惨
の
小
中
学
校
と
の
奎
遅
鰯
〆

城
山
中
学
校
１
年
生

見
付
天
神
裸
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

城
山
中
学
校
１
年
生
全
員
に
今
年
度
も
裸
祭

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
、
１
年
生
の

皆
さ
ん
に
中
学
生
の
視
点
か
ら
優
秀
作
品
を

選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
伝
統
文
化
と
し
て
の

裸
祭
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
応
援
し
て

く
れ
る
力
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
城
山
中
学
１
年
生

「
見
付
天
神
裸
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
入
賞
作
品

（
敬
称
略
）

叢
優
秀
賞

５
組

高
垣

和
（
舞
車
）

見
付
の
夜
を
震
わ
せ
る

未
来
へ
篝
け
オ
イ
シ
ョ
の
叫
び

優
秀
賞

３
組

岩
瀬
俊
太
朗
（
安
久
路
）

Ｉ

熱
き
者
達
よ
い
ざ
伝
統
を
繋
ぐ
時

震
わ
せ
ろ
！
磐
田
魂

優
｜
陵
賞

６
組

淡
佐
咲
月
（
緑
ヶ
丘
）

魂
の
炮
嘩
、
夜
を
焦
が
式

見
付
の
杜
に
響
け
、
こ
の
熱
狂

零劃

城
山
中
学
校
１
年
生
に
よ
る

裸
祭
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

令
和
８
年
４
月
賜
日
、
城
山
中
学
校
１
年
生
を

対
象
に
、
見
付
天
神
裸
祭
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
中
学
生
に

裸
祭
の
課
題
を
考
え
て
も
ら
い
、
地
域
の
祭
り
を

自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
裸
祭
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
課
題
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
４
月
鋤
日
に
は
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表
グ
ル
ー
プ

が
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
発

表
し
ま
し
た
・
主
な
提
案
内
容
は
、
昼
間
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
じ
ゃ
ん
け
ん
イ
ベ
ン
ト
、
祭
卿
子
フ
ェ
ス
、
女

性
や
子
ど
も
も
参
加
し
や
す
い
企
画
、
芸
能
人
の

招
待
、
ポ
ス
タ
！
動
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
腰
蓑
の
ア
ク

セ
サ
リ
や
試
着
体
験
な
ど
で
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
は
裸
祭
の
継
承
に

つ
い
て
考
え
、
若
い
世
代
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想

で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

牌＝

グ､ループワークの様子

プレゼンテーションの様子 ー

今
年
で
３
年
目
と
な
る
訪
問
授
業
を
、
７
月
９

日
と
週
日
に
磐
田
北
小
学
校
、
富
士
見
小
学
校
の

５
．
６
年
生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
・
５
年
生
に
は

８
日
間
に
わ
た
る
裸
祭
の
流
れ
を
、
６
年
生
に
は

見
付
の
伝
統
を
未
来
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

を
中
心
に
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
か
ら

数
百
年
間
、
見
付
の
地
に
遠
江
国
の
国
府
（
今
の
県

庁
）
が
置
か
れ
、
そ
の
頃
か
ら
裸
祭
が
始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
初
め
て
聞
く
話
に
目
を
輝
か
せ
、
積
極
的

に
質
問
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
見
付
を
誇
り
に
思
い
、
裸
祭

に
関
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
の
裸
祭
の
訪
問
授
業

磐田北小学校での訪問授業

富士見小学校での訪問授業

31 見付地区の小中学校との連携
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禁比壹さまのおもて芯矢 し

蕊蕊
大
祭
二
日
目
。
見
付
本
通
り
は
沿
線
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
き

れ
い
に
清
掃
さ
れ
草
軽
一
つ
落
ち
て
お
ら
ず
、
軒
を
連
ね
て
い
た
出
店
も

す
っ
か
り
片
付
け
ら
れ
て
昨
晩
の
熱
気
は
ど
こ
へ
や
ら
・
「
裸
祭
の
二
日

目
っ
て
静
か
だ
よ
ね
、
お
神
輿
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
何
が
あ
る
の
？
」
と

い
う
方
は
淡
海
國
玉
神
社
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
『
矢
奈
比

寶
さ
ま
の
お
も
て
な
し
』
と
し
て
お
祭
り
広
場
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
『
矢
奈
比
實
さ
ま
の
お
も
て
な
し
』
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
？

二
日
目
の
淡
海
國
玉
神
社
で
は
、
朝
夕
の
浦
安
の
舞
奉
納
、
子
供

た
ち
の
お
難
子
の
奉
納
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
し
っ
ぺ
い
に
よ
る
し
っ
ぺ
い
音
頭
、

そ
し
て
お
祭
り
広
場
と
、
様
々
な
催
し
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

そ
れ
ら
は
す
べ
て
が
淡
海
國
玉
神
社
に
滞
在
さ
れ
て
い
る

比
實
さ
ま
を
も
て
な
す
た
め
の
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
々
が
矢
奈
比
實
さ
ま
に
会
う
た
め
に
淡

海
國
玉
神
社
に
集
ま
り
、
お
参
り
を
し
、
賑
や
か
に
笑
っ

て
い
る
こ
と
が
矢
奈
比
寶
さ
ま
へ
の
お
も
て
な
し
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

お
祭
り
広
場
は
矢
奈
比
實
さ
ま
の
お
も
て
な
し
の

ロ

て！

、

~ /加⑧
" 10:00～1 5:O0

唾

'I
A 淡海國玉神社(総社)にて

《旧見付学校のおく》

麹 ※駐車場は北小西側見付観光駐車場、
矢奈比費さまのおもてなし 32



=:.P..大察2日目はお 広場2

一一一

・
・

蹄

ゲ
ー
ム
は
小
さ
な
子
供
た
ち
で
も
楽
し
く
遊
べ
る
様
に
簡
単
に
な
っ
て

お
り
、
参
加
賞
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

飲
食
物
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
地
元
商
店
街
に
出
店
し
て
い
た
だ
い
て
種

類
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

裸
祭
関
連
グ
ッ
ズ
は
裸
祭
の
腰
蓑
を
身
に
着
け
た
し
っ
ぺ
い
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
も
ご
用
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
し
っ
ぺ
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
景
品
で
あ
る
商
品
券
や
は
ん
こ
の

押
し
て
あ
る
奉
賛
金
封
筒
は
お
祭
り
広
場
で
金
券
と
し
て
使
え
ま
す

の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

よ

■
■
■
◆

駁
弓
Ｉ
ヨ
ー

秒
ね

野

寡
33 矢奈比責さまのおもてなし



溌鑑
矢奈比責神社

御輿御先供係
君

蝋
幸町自治会

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

鐙元喬車
鰐鵜 綜祭り|勲|加聞||通自治会’

’

1

審鯛
一一一．_・ 記

二番町祭典実行委員会

盆

梅溌社龍
誇

＝

誇 露
梅屋町自浩会

西坂町裸祭り保存会

34

璽 鼈

目松社璽

魂

街道一の大ちょうちん

舞車
お渡りの時､舞車のちょうちんが街道に輝きます｡(蜷社前）

御祭青年有志



乃浦犬

今之臓四丁目

ｰ

求遮町自彪会

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

：
元
門
率

元
門
率 売
門
車 鷺門
車

牡

見付天神裸祭保存会

…
権現町標まつり係存会 を継承Lて行きます

繍
園
圏 畷会

籍＃４
１

一一一一一

緑ケ丘濡祭保存会
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

籠蕊差蕊秘菫
● ● ● ●

● ●●●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ､ ● － － 苧 ● ● ● ● ● ● 口 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

舎庭浦看韮国臼膳会撚
● ● ● ●

● ● ● ●

●● ●●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 毎 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ゆ ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

0

■
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日
８

４－勺、

〆
Ｐ 元
一
義
陣

元天神標祭係待合
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裸祭限定9月19.20日全商品半額ｾｰﾙ
田富士見

刀
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ●

富士見台13－

TEL 33-67

刃

宿町TEL35-21 0B

I 9

磐田市安久路2-38-7

冠（0538)35-8887
宿町

TE L3 2-4902
トンボの里

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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市役所東側
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株式会社

磐田市見付1 945- 1

TEL O538-32-2440 FAX O538-32-0002 磐田市水堀255 TEL O538-32-4407

創業明治年間 雛人形．つるし雛・五月人形

、

､

〃（ ） 、

I

見付(中央町)3054-1

0538－32－2861二番町 TEL32-2916

？ ＝ ロ ロ ■ 守 守 ■ ■ ■ ｡ ■ 毎 ｡ ■

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ① ●

● ● ｡ ● ｡ ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ●

甲 ■ ● ● 甲 ● p ● ■ ■ ● ■ ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ､ ● ● ● ● ●

● ● ● ｡ ● ● ● ● ● ｡ ● ● ① ● ●

■ ● e ● ● ● ● ● ● ● ● ｡ ｡ e ●
蕗 お家の不用品等撤去、処分いたします

お問い合わせお待ちしております

llll|I り mゴ

s O5BB-BE-92B4
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加茂川通 TEL36－1178



､ニツセイ同和損害保険代理店

(株)三和プロテクト
噸制

磐田市上岡田464
TEL O538-32-3030 FAX O538-36-8888 |磐田本店0538-37-5330ｱﾋﾀ磐田店0538-36-5‘

二一．

紙だけじゃない頼れる紙店

文具・OA・事務機 やってるよ

（有)栗 田 繩 店
旧見付学校前・見付(馬場町)2631
TEL 34-5989 FAX 32-7786

0538 -37-5330アビタ磐田店0538-36-5507
I

磐田市見付
二番町1 946-8

TEL 33-3981

ぞ
う

到移
稗私

た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

－

緑のある暮らし

庭園施エ/管理

小山自動車

ｇ
徹|樹匠園 ，1､山 敏和 94

ガ鶏 〒438-0086
鞠 静岡県磐田市見付1819-8

醤錨靭TELO538-37-3294 FAXO538-37-3315|’’
TEL O538-77-9154

◎磐田市

●

旬
魚
兼

･ランチ予約制

･ 18:00開店

･法事/宴会/お弁当等

ご予約承ります。

毒 遁藤提灯店方
や
し

磐田市見付(河原町)3529-1

西坂町交差点北隣

TEL O538-32-3596

〃
脳

繁田市富士凡台/－6

TEL O538-3/-4833

■

． 、二二二三

(有)佐次本住設佐
緑ヶ丘

O538-35-1 715

一一一一夕岬》
一簔夕》
一一一一一夕姻 新車・中古車販売

車検・整備・オークション

スズヨシ ㈱三長自動車商会自長 商

〈’－

1■■■■■■■

IWAT: 32-2782 1
Te1．0538-35-51 85磐田市二番町2422-1
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で實ぃｼｽﾃﾑ’|見付の皆様に愛
|面フ‘コーイ〃‘。

突発的な出費を押さえて無理なく車を維持する實いシフ

Perfec! A ui｡ M aintenance
「あI〃とう｣と言って貰える心のｻｰﾋｽ繧践しﾄｰﾀﾙｻｰﾋｽをお届けします

東海自動車整備株式会社

見付の皆様に愛され

磐田見付店’
『ロ

〒438－0086

見付新通2765

TEL & FAX

〒438-0803静岡県磐田市富丘207 TELO538 (32> -7205 FAX 35-9359

https撫概熾職慨､"， 中央幹線北西角
0538 (36) 3399

リース・レンタル･イベント
､二l瞳コロヨヨ血ゴ

綱し"大興産業(株）と朧の.IID

の
じ
み
ら
膳
わ

浜松市篠ケ瀬町224 TELO53-462-7555馬塲町TEL32-5307

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

’
■■

圭鱒謹禦総祝裸祭
設計･施工･保守管理を全ておまかせください。

漁株式会社ダイバ
TEL O538-32-4624 FAX O538-34-91 21

コンクリートブロック＆エクステリア

蕊永田ﾌﾛﾂｸｴ業
磐田市見付2346 TEL O538-34-8880

■■■

時計修理・電池交換

牛根屋沙店 高桑時計店
河原町

TEL 32-2093

河原町

TEL 32-2093 見付宿町32-4521

メガネ・時計・宝石・補聴器

㈱皿川眼鏡中村眼鏡

静岡県磐田市加茂川通り3324
TEL 35-5560 FAX 37-7064

西島智也

｜ｒＩ 土木･建築･測量･設計･施工

(有)デイライトなゆだ保険工房
磐田市見付3008-1

tel 37-7462 fax 37-7588
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瞳一祇工
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お荷物の事ならお任せください。

ｰ

進運輸日

物
４ 流センター内

5111
a(0538)32-5607
朝10時より営業･ホ曜定伽

F
有限会社フジ住設

塗りたくなったらハートペイントにご相談下さい11

ガイドブックを見て連絡いただけたら足場代無料

II

Ｆ
１
」 I

磐田市見付1431‐13

TEL O538-32-8546

ハートペイント代表 佐藤 修司

御客様専用 0120-16-4116

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

|新築 増築､内装リ‘外周り､外構工事、ク
症
ん

ツ
”
唾

一一唾睡
叩
叩
望
鯉
児亟

ク
蹄
も
院

ど
剖

一
」
峠

見
《

士
銅

吉
田
い
ぽ

●
■
Ⅱ

愚

備長菅』
磐田市見付1411-18

＆カス器真.住宅設備何でもご相談ください
己浜松液化ガス株式会社
一 “△酷▲畦▲TsUgK0K△@A$迄｡_“d､

磐 田 営 業 所

所長 大石佳幸 磐田市福田中島1“－4TELO538-55-5381I 図

原会計事務所
税理士 原 徹

事務所〒438-0086静岡県磐田市見付2 545-2
電話0538-30-7 1 1 5
FAXO538-30-70 0 4’ マックスバリュ東海株式会社

宿
且璽転ffr丁

見付はりきゅう院ら、 ヒーロー
TEL O120-31-8914

OPEN H Xm圃 亡
RIVfW)3589-1 n"n WmriY7

磐田営業所| TEL O80-4525-1 283

袋井営業所| TEL O80-9721-1160
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不動産の売却相談受付中11

a有限会社富士見不動産

r 罰職譲



■■■■
■

= HAIR SALON -

=Win=
磐田市見付2468 TEL O538-32-6918

ガラス・サッシ・網戸

｜村井ガラス店
磐田市加茂川通(磐信見付支店前）

TEL32 6058 FAX32 6058

酒肴

見付(河原町)3961 -1 TEL O538-38-921 1’’ 私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

青果・食品

八百左
磐田市見付2802-4 TEL 0538-32.2327

r ー
や ぐ ち え ん 可

‘ 窓口園|お茶の
地方スピード発送承ります

〒438-0086磐田市見付(西坂町)3457
TEL & FAX : 0538-32-2437

UNIFORM
HOUSE

CO.9LTD.
株式会社ﾕ三ﾌｵｰﾑﾊｳｽl

eO538-86-3555 磐田市岩井2354-1

や ぐ ち

窓口

2つの腸が元気になるダブル飲用家電商品から電気工事／オートメーションシステム

に至るまで技術・牛活空間を提案する店

洗(有)よこいﾃﾝｷ
〒438-0086静岡県磐田市西坂町2824番地
TEL. 0538-32-2624 FAX O538-32-881 6

ﾗｰﾒﾝ太郎 季節の和蒙毛

幽関製蒙舗
見付加茂川通り5789-4

TELO538 (35) 5863
磐田市見付電話32-3692 FAX32-4794

’
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I安心･信頼のラビットです

ラビツト磐田今之浦店
〒438－0071

静岡県磐田市今之浦4-20-4

TEL : 0538-33-1900

FAX : 0538-33-1901

クルマ売るなら き｡ょう てん こう ざ

第11回暁天講座
ねん ねん しようみよう

総｢念々称名」
鋤清水寺森清範貫主
…■清水寺森清顕執事補

日程:令和8年8月22日(土）

時間:午前6時30分～9時00分

会場:見性寺(一番町)画0538-32-4384

抽選により貫主直筆の｢色紙｣進呈

隼
堅壺h堕己を

IE
株式会社Local Service

浜松市中央区上新屋町236-3

TEL.053-544-7970

’
い“I弱rvi唾“.,l掴

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

MSYSEM

株式会社イーエスビーエス

生産設備のことなら何でもご相談下さい
●おにぎりセットものの大量予約注文も

承ります。

●数量によりおにぎり、セットもの等

配達もいたします。

●お客様のご予算に応じてお作りします。

慰蕊§睾鴬熟”XI!
il

麓竪騨籠”
g

I
●各種制御装置…－ 1

〒435-0047静岡県浜松市中央区原島486

識TEL O53-467-4310 / FAX O53-467-4311

E-mail : info_esps@espsjp

OSBB-Ba-501 S
■営業時間/9:OO～1 6:00 (日曜日のみ/～1 3:00)

■定休日／火曜日

祭組ラベル承ります

徽
見
付
天
神

4

井
口
製
菓

見
付
静
銀
前
の

※
年
中
、
粟
餅
を
製
造

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
ご
利
用
下
さ
い
。

の
お
土
産

あ
わ
餅
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
五
三
八
〈
三
二
）
三
九
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
五
三
八
（
三
二
）
二
四
五
一

駒大橋商店
1．82 2，000円(税別）
720mf 1,000円(税別）

TEL O538-32-5Ppp
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私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

爵一限定販売 見付天神粟中
子
（

。

夢欝
一

惣
蝿群

R?i
－矼

リ
取
り

１
４
蕊

怠'｣業明治二十三年

、製異華堂ヅ
畠＝ず？

-0071静岡県磐田市今之浦4丁目18-10
TEL O538-36-01 02

インターネット通信販売
U RL.https://www・gyokkado.co.j p■ROBOT

FACTORY八TS US HITA

■■

見付48会は裸祭を

｜ 応援しています
、

磐田市見付幸町
丑0538－32－7078

’ 定休日:毎週月曜日/毎月第3火曜日
■■■■

12

心力｡考える力 伸びる字丈

挙研教室

灘



ノていま

1

私たちは見付天神裸祭を応援してい

FRP／1 N〕虚形品の一貫生藤一を薗嬬す

蝋三ツワ株式会社
可

ホクト事業部

盤
盃

田 市

O罫，

東名 80番地

38＝32琴1221

亀鷺

iP私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

~弓

韓
青島皮層科医院

犀

院長青島 正浩

磐田市見付幸町364

盆0538‐36‐00

6－2

58

凱譲遣 芸詮
磐田営業所
\438-0016磐田市岩井2190- 1
https://www.entetsu.co.j p

’
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岨導

”U ｻｶ
艶ぐるぐるめぐる、

ひろげる

なめらかな社会。

￥
０
Ｆ

剣

一

⑭

富

Make the world

NAM ERAKA
厄1Ｉ

Ｌ
Ｆ

NTN株式会社 磐田製作所 シ ー

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

■
a

お庭のことなら何でもお任せ！

⑧籠灘碆工－
，－－ ア

ー“ ◎薬剤散布
◎草刈り

一級造園技能士

一級造園施工管理技士庭ごう鯉

お見積り 無料！

お庭の終活相談も

受付中

縦盤溺職念溌ll"勉●甲

TEL O538-86-5850
磐田市見付1611－20(元宮町）

50

町）

一
一

PP可可

検索庭ごう いろはうたブログ庭ごう

44

鰄諺がク

会員制ギフトショップ

内祝各種快気祝､法要引出物など
ギフトことならおまかせください！

業務用食器道具の専門店

プロも使う調理用品が勢揃い！

ブランド食器・格安食器全ておまかせ！

〒438-0071静岡県磐田市今之浦1-7-61FTEL(0538)-34-1751／FAx(0538)34-1811(ｷﾌﾄﾋﾕｱ直通）
2FTEL(0538)-34-2191／FAx(0538)34-2195（セイトウ直通）



つくりたい明日がある。

一叩叩

平野建設株式会社 イ

HiRANO ConsfrucTion Co.Lfd.

〒438-0077磐田市国府台63-2

ホームページ

識謙戸 鐸
丑

Ｉ
か
焦
癖
ｒ
唾

当

扉壼凸

Ｐ

TEL

URL 盛
も
国
ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ

電

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

「

禦友照工業
本社〒431-1304浜松市浜名区細江町中川7000-55

TEL:053-523-2731 FAX:053-523-2737

15

藤総建

屋根・外壁塗装

屋根・電気。

一、ダ

リフ オーム全般工事

き 地域密着の安心施工

・ 一種
F Uj8SOuK恒暁

『ガイ‘ドブックを見た』て

30%引き 《、0120-42-80う2

…………艫金圃圃雫4諏-,05‘…徳瀧"‘-1-1皿鱗
澤 率 藤 ．錘



大 見 純 生 圃晒
月松 社

柴 田 正 行
永 井 久 義
大 石 博 之

近 藤 育 夫

左 口 健 一 郎

松 下 裕 一

鈴 木 利 行
山 田 康 友

新 井 健 一

野 島 広 樹

安 形 勝 彦
金 田 裕 之

水 陣

水 野 博 人
宮 城 昌 之
中 村 義 弘
鈴 木 義 浩
小 山 季 大

永 井 正 太
井 筒 智 善
鈴 木 良
高 橋 信 治
山 下 恭 右

丹 生 崇 人
野 田 和 希
齊 藤 正 志

元議社

武 藤 浩 樹

天 王

中 崎 光 人

持 塚 和 宏

増 田 昌 也

二審鰭

鈴 木 英
鈴 木 享 司
浅 井 晴 彦
堀 内 勝 保
松 本 直 希
山 下 壱 朗

斉 藤 秀 明

松 島 明 宏
熊 谷 友 和

小 栗 有 紀 彦
山 下 雅 則

山 田 哲 也

江 端 祐 樹

永 田 丈 宗
山 本 勝 則

鈴 木 宏 基
浅 山 敏 洋
山 本 規 全

半 場 弘 恭
松 本 雅 希
金 原 雅 治

雀

私
た
ち
は
、
見
付
天
神
裸
祭
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

元喬車

鈴 木 道 彦
森 泰 二 郎
川 本 國 夫

鮫 島 節 夫

佐 口 行 正

伊 藤 経 利
中 村 雄 造

齋 藤 英 雄
大 見 晴 彦

鈴 木 春 見
市 瀬 宗 男
小 田 喜 義

’
玄 社

中 山 正 典
小 松 洋

齊 木 英 夫
鈴 木 哲 男
浅 井 弘 喜
匂 阪 剛 史
兼 子 明 典
田 中 由 喜 男

森 岡 剛
平 田 雅 也
藤 田 健 児

渥 美 賢 吾

永 井 隆 行
安 藤 隆 仁

福 井 健 司

中 村 倫 崇
山 内 克 幸

鈴 木 祥 仁
河 村 諭 志

中 西 真 寛
村 田 隆
HOA VAN LINH

拙畔

禽
鰯

鶴篭溌

蒋織'鳥“
龍 陣

近 藤 秀 樹

小 杉 泰 久
大 石 冨 士 雄

前 島 貴 宏
鈴 木 克 巳
松 井 良 太

蕊
・・零・・・ 諦 ・

莞.･葹・社.｡､
器．．.．､券.．・夢
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施設栽培 露地栽培

ひ
塵業生産う夫人

三〃蕨奉を
静岡県磐田市岩井字西原1907-2342TEL’0538-38-9913FAX､0538-38-3725

冷間鍛造のエキスパート
金属表面処理･金属素材切断･無酸化焼鈍･ボンデ処理

p株式会社セイシヨー
静岡県磐田市盃シ皇ﾌ75TEL,0538-37-3303FAX,0538-37-0878

鑑

水のことから地球環境を考える

県内最大級の処理プラント

株式会社アイクリーン
静岡県富士市大野30-2TEL､0545房32-0070FAX,0545-32-0075
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人と街と、

地球の健康を守ります。

KOSHIN GROUP
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悪

総合建設業 ISO 9001･14001認証

式川建設株式会社石
磐田市今之浦5丁目1番地の1 TEL. 0538-36-0021 FAX. 0538-32-31 78

URL https://wwwjshikawa-cnst.[o.jpRL
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株式会社 静 岡

浜松いわた信

株式会社 静岡q
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株 静 中央銀行

銀 行

l金庫

株式 銀

掛 金

叩叩一 用

訂

印刷のことなら何でもご相談くださいノ みんなで支えあうあたたかな地域づくり

赤圓圏ﾖ胴脈式会社 ⑫見付地区社会福祉協議会’

蕊
〒438-0086静岡県磐田市二番町2484-2

TEL O538-32-4802FAXO538-32-4899

E-mail ; dprinting-777@ck・tnc.ne・jp
見付2385-10(見付交流センター内）

TEL/FAX O538-32-0322

イベント・トータルプロデュース

ジェイ･プラッカは
イベントの“すべて”をサポート
ジェイ･プラッカはイベントの企画､運営･会珊設営から撤去までトータルでサポートを行っています。
イベント警備をはじめ､各種警備もカバー｡施設警備･雑踏警備などもお任せ下さい。

市安久路2-41 -1 5 TEL : 0538-34-7754 FAX : 0538-34-7826〒438-0017 静岡県磐田 1-15 826
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わたしたちJA遠州中央は

農業を通じて新しい時代の住みよい社会と

健やかでうるおいのある生活を
地域の人たちとともに育み高めつづけます。
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JA速州中央
URL https:ﾉwwwja-shizuokaoKjp/enc hu/
◇磐田市見付(河原町)3599-1 本店(総務課)0538-367002
◇磐田市見付(東坂町）1273-1 見付支店0538-32-7251
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健やかな成長を

祈りましょう

見付天神裸祭
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風を切って進む心地よさ。

新しい刺激に触れたときの胸の高鳴り。

その瞬間の感動と喜びが

次へと繋がっていく。

属 たのしいは､伝播する。
一-‐

尾
今

④

勇
global.yamaha-motor.com/jp/－籍I詞

麓辱

,多く
感動創造企業

ヤマハ発動機株式会社
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無プロフェッショナルライダーによる許可を得たクローズドエリアでの走行を損影したものです

毎外撮影の製品は国内とは仕様が一部異なりまれ

､

5揖

見付天神･裸祭ガイドブック令和B年度版 発行:見付天神裸祭保存会 編集見付天神裸祭ガイドブック編集委員会 静岡県磐田市見付1114－2TELO538-32-529B


